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日浅治枝子寄附資料Ⅱ

高 橋

1はじめに

本稿は、平成11年度館蔵資料となった日浅論枝

子寄附資料についての報告である。昨年当館ｲiﾙ

報告第23号においてII浅治枝子寄附資料，が、木

崎和匿氏と鴫|｣｣忠一氏によって報告された1.1)この

報告は日浅論枝子先生の紹介および寄贈の趣旨

と、衣類関係の日浅治枝子コレクションの整a表

から構成されている。本稿はその続柵として、日

浅氏が寄贈された資料の中から、衣類以外の民具類

と、昨年の報告後確認された衣類の整11表を報告

するものである。

なお、日浅コレクションの中で衣顛以外のK具

類はビニールに2つに梱包されたケラやケボッチ

等と、ワラの履き物などを梱包したダンボール4

箇であった。また、昨年度の報告で開梱した衣類

関係のダンボールは10点であったが､本稿で扱う

衣類は、写真や文献など衣類以外の資料を梱包し

たダンボールのI'に収納されていた資料である。

衣類をのぞいた民具類については、その半数以

上について収集地や収集先についてのデータを記

す付票がないため、当館の収蔵資料と比して推定

可能なものについては（）の中に記した。また、

整理表通番277の箕のように材料に竹、藤蔓、桜

皮などを材料としており、｜ﾘ)らかに秋ⅡI県内の資

料ではないと考えられる資料も含まれていた。

追加した衣類のデータの中には、スクラップブ

ックに県外の縞や緋の端切れを整理したものや、

各地の緋や縞の端切れを集めたものなどもあり、

これらも日浅氏の野良着研究に関する資料と判断

し繋理リストに加えた。

’1浅コレクションは平成12年11月から|尊物館第

二展示室にて1も俗部|剛I展「野良着一|]浅治枝]'・氏

収集資料一」として、その一部が一般に公開され

た。限られたスペースの｢I"での展示であったが、
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||浅氏の蝿影したスライドや、実測図、自筆の原

柵等に力IIえ、収集された野良着や写真パネル等を

紹介することができた。｜]浅コレクションについ

ては、昨ｲド度と本年皮で衣類と虻具に関する整理

表をまとめることができたが、野良着研究におけ

るiR要な資料として、写真資料と実測|叉|の整理が

今後の課迦となる。どちらも、洲査地や調査II時

などの|||かなデータが付記されているものが多

く、しかも秋|||県内の資料に加えて県外の資料に

ついても貴重なデータが含まれている。

2日浅治枝子コレクション整理表．Ⅱ

本年度の整a表では、段ボール箱及び不定形の

ビニール包み等あわせて71箇のうち、8箇につい

て掲載した。

表中の兇出しについては昨年度の整理表に準

じ、次のとおり記した。

①皿番．・整理した順番を表し一点につき一つ

の肝号を付した。

②梱包．．、梱包番号で、運搬時に付したもの。

71箇のdpから順不同で、衣類関係の箱と民具類

(衣類をのぞく）の郷iを抜き出したもの。

③所在．．、昨年度の報告では、衣類を梱包した

肺iの中にさらにビニール袋や紙袋などに納められ

ていたもので、しかもそれらに「Nq」が付されて

いたものの数字を記したが、本年度の資料は、袋

に入っていなかったり、あるいは袋に「No.」が付

されていないので、すべて「0」を付した。

④種別．、｜｣浅コレクションは「衣服」の他

｢比具類」「lxl書．文献」「写真類」「実測m」等か

ら術成されているが、本年度は「衣服」の追加分

と「民具蚊」について整理した。

⑤川・部．．．「衣服」については用途．使用

部位を表したもので、「上半衣」「下半衣」「顔頭
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部」「腕手部」「腔足部」「端切れ」「その他」とし

た。また「民具類」の中で、「衣生活」に関わる

かぶりもの．履き物については「衣服」に準じて

分類した。その他の民具類については《「食生活」

｢住生活」「農耕」「運輸」「手工諸職」など当館収

蔵の民俗資料の分類に従った。

⑥資料名・・・Ⅱ｣蔵者（故・日浅治枝子氏）自身

の命名表示を原則として掲げ、無表示のものにつ

いては、一般的な名称を《》内に記した。

⑦収集地・・・|H蔵者の付した資料ごとの付票に

ある「市町村名大字あるいは集落名」を表し、無

記名のものは不Iﾘjとした。また、市町村名、県名

のみの表示はそのままとした。「民具類」につい

ては、製作地・製作者が推定される資料について

は（）内に記した。

⑧収集先・・・付票にある氏名を記したが、中に

は、所蔵者本人か収集者か不明なものもある。

⑨概寸・・・部位ごとの詳llIな採寸は止め、「衣

類」については縦×横の大まかな寸法を示した。

数値の右肩に付けた「"」（例76．5＊33．

0”－通番255）は、主に下半衣である「もんぺ」

類のIP扇を表したもので、最大'幅の計i!!ij値である。

(もんぺ類の計測値については昨年度の整理表(2)

に図示してあるものを参照のこと）

⑩付票データ・・・旧蔵者が資料に付した荷札

や、資料に縫い込んだ布票に記した文言をすべて

転記した。

(註）

(1)木崎和職・鴫EB忠一「ロ浅治枝子寄附資料I」秋Ill県

立博物館研究報告第25り平成11年

（2）前掲著(1)62頁

ちゅうどながれ

通番241
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